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耐久消費財（主に家具）の所有実態と住空間の関係について

　　　　　　　　　　　　　－２２年前との比較を通して一
岡山が衿教育　冨士田亮子

目的耐久消費財住に家具）の和字実態と住空間との関係，所有に対する意識の現状及

び，昭和47年調査との比較を通じて所有傾向の変容を明らかにしようとするものである。

方法アンケート調査は昭和45年から入居力始まっている広島市市営東浄日蝕の第ヨ重住

宅入居者を対象に留め置き自記法により平戌3年10月に行い，有効回収数は145票であ

る。調査内容は畝肖費財往に綜泗侑誌順証生活行級び所有に対す

る意識などである。

結果　1.家族人数は平印｡99人で，核家族が４割を占め，前住宅は借家が７割強現住

宅入居年は騒口49年以前が３割弱みられる。 ２ 平均所有冊数は23.04個で，20ｲ匯壮所

有が3Kタイプで65.4%,3DKタイプで72. %と前回調査より少なし唯l向である。その数

について普通と感じているのが６割弱で，また, 8割弱力｛困ることはないと感じている。

3.部屋別所有数は台所では前回より少なく，居住室では若干多くなっている。 4.大半

の品目は生活行為に対応した部屋で用いられている。 5.今回調査ではミシンは押入に収

納されている。和机や座卓からこたつ兼テーブルに変わり，ベビーダンスはみられなくな

っている。整理だんす，テレビなどは複数所有が増している。３段ボックスなどの所有が

みられ生活用品の整理ぺ分類に用いられている。さらにパソコン・ワープロなどの新し

い品目に対する対応が必要になっている。 6.基本的家具の所有については変化はほとん

どみられないが，大型化新型を希望する害恰力頒iくなっている。一方ライフサイクル

に対応した耐久消費財の所有ぱ曽す傾向である。
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アパート居住者の収納家具に閥する意識研究

　培花女子専門大　○沈賢淑，漢陽大　中京珠
　目的:ア.ペト居住者が要求する固定収納家具(built-in furniture)を提示し,住居空間の

敷率性をたかめ，住生活の質を向上させるために，本研究ではアパート居住者の収納管理

態度, 収納家具に對する満足度および要求度，空間別の固定牧納家具の選好度の開係を
考察した，

　方丿逮韓國のソウルのアパートに居住する主婦1240名を對象に収納家具の空間別，特性

別(規模，機能性，堅固性，審美性)の満足度，要求度および選好度, 牧納管理態度, 収納に

對する開心等で構成した質問紙による調査を行なった．回収された資料はSASprogram

を利用し，要因分析と定準相関分析を行なった．

　結果: 1) 収納管理態度;アペート居住者達は保有の収納物に對する管理意識が高く，居

住空間の確保よりは収納空間の確保をもっと重硯した，固定牧納家具の叡が少ないほと

収納管理態度が望ましくなかった.

　2)収納家具の満足度及び要求度;移動式収納家具に對しては審美性，堅固性に對する

猫足度が高く反面，規模に對する滞足度が低く，機能性に對する要求度が高かった．固定

牧納家具に對しては規模面には満足しているが機能性には不満足で，機能性に對する要

求が高かった.

　3)固定収納家具の選好度;部寝室，居室，主寝室の順に固定牧納家具に對する選好度
が高かった，
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